
佐賀県教育委員会

ＩＣＴ利活用教育の推進に向けて

佐賀県の取組状況

教育フェスタ2013

１ ＩＣＴ利活用教育推進の背景と効果
＜現状（事業推進の背景）＞

○ 高度情報化社会への対応
（情報機器の整備・普及に伴い、教育の情報化は必至）

○ 学力向上の取組強化
ＰＩＳＡ調査等において情報教育先進国（韓国、シンガポール等）との格差が拡大

○ 通常の学校や教室外でも質の高い教育の確保を求める要望が拡大
・新型インフルエンザ発生時の対応
・地震や風水害などの自然災害発生時の対応
・不登校や特別支援教育対象者への対応

１

＜期待される効果＞

① 学びの質の向上 （⇒子どもが変わる）

② 教師の指導の質の向上 （⇒授業が変わる）

③ 学校運営の改善、事務負担の軽減 （⇒学校が変わる）

④ いつでもどこでも良質な学習機会の提供

教育の質の向上、児童生徒の学力向上
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ＩＣＴ機器の整備と新教育情報システム(SEI-Net)の構築・運用、
並びに人材育成等を一体的に推進

Ｈ23年度
実証研究

事業計画の策定・着手

〇 推進組織の立ち上げ

○ 機器整備、実証研究の実施
・県立中学校２校
・県立中原特別支援学校
・市町立小中学校 （２地区）

〇 人材育成 （教職員研修）

〇 新教育情報システム導入
に向けた実証研究

※ 国や企業との連携事業
・ＦＳ推進事業（小・中）
・総務省絆プロジェクト

（佐賀市、武雄市）
・特別支援学校での

実証事業

Ｈ24年度～
実証・実践

県全域への拡大

○ 県立学校での取組拡大
・県立中学校、特別支援

学校(小中）全校で実践
・県立高校で実証研究開始

（端末選定、教材の検証）

○ 新教育情報システムの構築・
稼働（⇒Ｈ２５．４～稼働）

〇 市町立学校での取組拡大
・電子黒板、端末の導入

※  国や企業との連携事業
・ＦＳ推進事業（小・中）
・特別支援学校での

実証事業

Ｈ25年度～
全県展開

〇 全県立学校で本格実施

〇 市町立学校での取組拡大
・電子黒板、端末の導入

〇 新教育情報システムによる
全県的なネットワークの構築

〇 教員採用試験での電子黒板

を活用した模擬授業の導入

☆ 新たな学習スタイル
の確立と実践

（「教育の情報化ビジョン」

の具体化）

佐賀県スタイルの確立

２ 先進的ＩＣＴ利活用教育推進事業の概要 ２

具体的取組 H23 H24 H25 H26

①事業推進体制の構築
（ICT利活⽤教育推進チーム等）

②⼈材育成
（教職員研修、普及・啓発）

③実証研究
システム・機器整備

④市町等との協議・連携

基幹システム運⽤
（H25〜 ）

推進体制の
整備・⽀援 ⽀援

（H23.6〜）

活用ｶ゙ｲﾄ゙ﾌ゙ｯｸの作成・
配付（H23.6～H24.3）

※国の取組

「教育の情報化ビジョン」

（H23.4）

（１）明確な事業計画と工程表の提示
⇒佐賀県総合計画2011に示す事業スケジュール

＜抜粋＞総合計画2011の工程表 「８．人材育成 ④先進的なＩＣＴ利活用教育の推進 」

３

第Ⅲ期第Ⅱ期（実践力養成）

教職員研修、推進ﾘｰﾀﾞー 研修 第Ⅰ期

ＩＣＴを利活⽤した指導⽅法の改善、
活⽤ガイドブックの充実・改良 （H24.4〜）

実証研究
（機器整備、他）

（H23.6～24.3） 実証研究（課題抽出・分析、改善検討）
（H24.4〜H27.3）

県⽴学校における機器等の整備
（H24.4〜）

基幹システム設計・構築
(H23.6〜H25.3)

市町教育委員会との協議、国・⼤学等外部機関との連携（H23.4〜H27.3）

市町⽴学校における機器等の整備促進
（H24.4〜H27.3）

文部科学省 学びのイノベーション事業
（学習者用端末及びデジタル教科書を用いた指導法の研究）

総務省 フューチャースクール推進事業
（ＩＣＴ利活用教育を進める上での技術面を中心とした課題抽出）



（２） 事業推進体制の明確化

推進チーム
（本部：教育情報化推進室）

ＰＤＣＡ
サイクル
の確立

４

学校（全公立学校）

推進協議会
＊県と市町横断の推進組織

・ 県及び全市町教育長

・ 知事部局職員代表

・ 連携企業代表 他

教職員

教育は人なり。何よりも、すべての教職員が参画する体制づくりが不可欠。

校長

推進リーダー

・教育庁関係者

・学校代表（「推進員」として委嘱）

・外部顧問

⇒ ・有識者
・連携企業関係者
・教科書会社関係者
・市町代表 他

（３） 教職員全員研修の充実（人材育成）

全教職員対象にスキルアップ研修を実施中

【内容】
○機器活用に関する研修

・電子黒板 ・学習者用端末
・校務用ＰＣ ・校内LAN、無線LAN

○デジタル教材の活用に関する研修
○具体的な指導計画の作成と実践に関する研修
○教育工学面からの理解、活用に関する研修 等

【目的】県内全ての学校でＩＣＴ利活用教育を促進
～情報化推進リーダーを中心とした日常的な教職員研修の実施～

５



(４) 電子黒板、学習者用端末の整備

○ 電子黒板の導入で可能となること
⇒ 「教師の指導力の向上」という視点

・児童生徒の興味・関心を高める
・思考や理解を深める
・教授内容・課題を的確に伝える
ことなどが可能。

○ 学習者用端末の導入で可能となること
⇒特に、「児童生徒の学びの質の向上」という視点

一斉学習、個別学習、協働学習、そのいずれの場面でも、
・知識を習得する
・習得した知識を活用し課題に取り組む
・学んだ内容を記録する
・自らの考えを表現する
一連の学習プロセスが、「いつでも」「どこでも」「だれでも」可能。

６
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具体的取組 H23 H24 H25 H26

ICT機器
の整備

電子黒板
学習者用
端末 等

県立中学校
（併設型中高
一貫教育校）

＜全４校＞

実証研究（２校）
・電子黒板:全教室
・情報端末:全生徒

－ － －

－
全校で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：全生徒

県立高校
＜全３６校＞ －

実証研究（５校）
・電子黒板:全教室
・情報端末:新入生

－

－ ※研修用電子黒板
の整備（特別教室）

全校で部分実施
・電子黒板：全教室

全校で実施
･情報端末：新入生

特別支援学校
＜全８校＞

実証研究（３校）
・情報端末:一部生徒

－ － －

－
全校（小中）で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：全生徒

全校（高）で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：新入生

新教育情報システム
の設計・構築

人 材 育 成
（教職員研修）

指導⽅法の改善、活⽤ガイドブックの充実

第２期：実践力養成

試作版での検証 設 計 ・ 構 築
運 用（校務管理から順次開始）

教職員研修・推進リーダー研修
第１期：内容理解

活⽤ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ
の作成・配付

第3期:改善充実

＊実証研究を継続

【参考】具体的な機器整備等の計画 ７



⇒ 平成２５年４月から稼働（順次、機能拡張と対象地区の拡大）

日本初

校務管理（支援）システム

ＬＣＭＳ
教材管理システム

ＬＭＳ
学習管理システム

学習者と指導者の相互通信のベースとなる教育管理システム
・学習者の登録
・学習の進捗管理、成績管理
・学習状況確認、履歴管理
・教材・学習コンテンツの制作・登録、配信
・eラーニング、遠隔学習支援 他

指導者用の電子管理システム
・学籍情報管理
・出欠管理
・学校保健情報管理
・メール配信 他

（５）新教育情報システム（呼名：SEI-Net）の導入 ８
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王

バーチャル教室
デジタル
教科書の

活用

ＬＣＭ
（学習管理）

ＬＣＭＳ
（教材管理）

復帰支援を必要
とする児童生徒

地震や風水害等の自然災害や新
型インフルエンザ発生時など、危
機的状況の中にあっても、家庭等
で学習可能な環境を整備し、学習
の遅れを抑止

休業中の連絡及び学習支援

学校、教師との緊急連絡網の構築

長期間の入院等で学習活動が困
難な児童生徒に対する学習支援
の充実等により学校への復帰を支
援

学校不適応等の理由で通常の学
校や教室内での指導が困難な児
童生徒に新たな学習環境を提供

障害の状態に応じた児童生徒
に必要な教育プログラム、内容
を柔軟に提供

個々のペースでの反復学習等
の学習支援が可能となるツー
ル（学習教材等）を提供

授業の遅れを抑止 学校への復帰支援 特別支援教育の充実

ＩＣＴを利活用した遠隔授業等を通じて、「災害発生時等の教育サポート」や「特別
な支援を必要とする児童生徒に対する教育の充実」など、 「いつでも」「どこでも」
「誰でも」良質な教育を受けることが可能となる。

[ＳＥＩ－Ｎｅｔ導入で可能となる遠隔授業]

特別な支援を必要
とする児童生徒

災害等発生時の
教育サポート

授業内容の画像での送信
メールの送受信 等

遠隔授業を支える
SEI-Net

９



実証地区
玄海地区（中学校等）

実証校
唐津南高校

あきちゃん
金立特別支援学校

（あきちゃん）
ろう学校

実証校
鳥栖商業高校

県実証校、あきちゃん
中原特別支援学校

H23実証校
致遠館中学校

総務省 絆ＰＴ
佐賀市（２小学校）

ＦＳ推進校
市立西与賀小学校

ＦＳ推進校
武雄青陵中学校

総務省 絆ＰＴ
武雄市（２小学校）

実証校
有田工業高校

実証校
太良高校

実証地区
太良地区（中学校等）

実証校
致遠館高校

実証校
武雄高校

シンポジウムに続く!!

[実証研究から全県展開に向けて]


